
【総評】

【今後の課題】

　　ように園として保育の質の向上に努めていきます。

　　保育所保育指針では、保育の質の向上を図るため、「保育の計画の展開や保育士の自己評価

を踏まえ、保育の内容等について、自ら評価を行い、その結果を公表するように努めなければな
らない。」ことが明記されています。当園では組織として自己評価に取り組みましたので公表し
ます。

　・笑顔あふれる保育園、誰もが心地よい保育園を目指して子ども達の興味・関心を多面的に

　　見取り、一人ひとりにあった援助や環境を日々の話し合いや園内研修を通して考え、学び

　　合い、子ども達が育ち合う保育を大切にすることに努めてきました。

　・昨年度に引き続き地域交流を活発に行い、子どもを真ん中にした地域の中の園づくりを

　　様々な人や場が共につながり支え合う）園づくりを行っていきたいと思います。

　　行ってきました。

　・園外研修だけでなく園内研修も充実させ、相互に学ぶ機会を多くもてるようにしていき

　　ます。また、専門知識だけでなく、インクルーシブ保育を見据えた幅広い知識も得られる

　・地域交流においてはさらに地域との「互恵性」を大切にした多機能化や地域共創(地域の

駅前地区のはだか祭 JR貨物OBの方との芋ほり JR貨物見学

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1
１．保育計画・指導計画

２．保育実践

３．環境作り

４．子どもへの関わり

５．健康及び安全

６．保護者対応

７．地域との連携（園として）

８．職員の資質向上
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